
菊陽町放課後等デイサービス時事業所 令和５年９月時点

定員 送迎範囲 療育時間
医療的
ケア

車椅子 専門職　配置状況

月～金曜日
学校終了後～17：00
　
土曜日
10：00　～　16：00

長期休暇
10：00　～　16：00

専門職種を多く配置することにより、多角的な視点でお子さまに合っ
た療育を提供いたします。
１人ひとりの個性（特性）を十分に理解し、ご家族の想いに寄り添い
ながら、その子がその子らしく成長していけるような手立てを一緒に
考えていきます。
常勤看護師を3名配置し、お子さまの体調管理や医療的ケア児の受け
入れ態勢を整えています。
理学療法士がお子さま1人ひとりの骨格や筋肉の状態を把握し、発達
課題に合ったプログラムを行っています。
言語聴覚士が言語や聴覚、嚥下に関する専門的なサポートを行ってい
ます。

事業所の特色

うみのいえでは、鹿児島大学が中心となって開発した自己発見プログ
ラム～ドリームパスポートを取り入れ、SST、感覚統合、生活動作等
を組み合わせた教育を行います。社会を生き抜くための力を身に付け
ることができるように、特性が異なる子ども一人ひとりの夢、能力、
適性を親と協力しながら的確に見抜き、ひとりひとりの子どもに合っ
た療育を行っています。

児童指導員による少人数での集団療育と各療法士による個別療育を提
供してます。
集団療育の時間では、月間スケジュールに沿い運動課題や制作課題な
ど企画し提供しております。また季節に応じて外出活動も企画・実施
しております。利用児童様それぞれの特性に合わせて必要な援助を行
いつつ、楽しみ・学べる機会を設けさせて頂いております。
個別療育の時間では、理学療法士・作業療法士・言語聴覚士による個
別での評価・課題提供を行っており、各専門職による多面的な評価を
もとに、利用児童様それぞれに対したオーダーメイドかつ多方向かた
の療育を提供させて頂いています。

子どもさんの発達が　気になる部分、領域に　注目し　子どもさんの
発達や日常生活の質を少しでも高められる様な支援を行うと同時に、
ご家族の安心できる子育てに向け保育士を中心とした　幼児、児童の
発達支援と家族支援を行います。
子どもの発達は　段階に沿って　経験の中で自然に成長や発達を積み
重ねます。しかし得意な事、苦手な事にアンバランスさがあり自然に
成長しにくい、または獲得しにくいスキルが子どもたちの困り感やご
家族の困り感へと繋がっています。子どもの発達を支援する　専門職
である保育士が中心に、それぞれのライフステージや状態　発達過程
個々の特性を　踏まえたより細かで丁寧な支援を行い、必要なスキル
の獲得　周囲への理解、地域、集団への関わり、安心できる生活へと
繋げます。

〇 保育士3
笑みっこ

菊陽町沖野4-18-48

096-232-8325

担当者
稲田　貴大

10名

学校への
送りのみ

その他は
要相談

月～金曜日
学校終了後～17：30
　
祝日
14：00　～　16：00

長期休暇
10：00　～　16：00

4
COCHI

菊陽町光の森3丁目6-15

096-233-2060

担当者
坂本　佳也

10名
菊陽町
合志市
北区

〇

看護師
理学療法士
言語聴覚士

保育士
養護教諭

高等学校教諭
社会福祉主事
児童指導員

調理師

〇

1

保育士
児童指導員
作業療法士
心理指導員

うみのいえ

菊陽町津久礼2324番2
NSレジデンス2F

096-285-3225

担当者
今村　久美子

10名

菊陽町
大津町
合志市

※北区
東区

要相談

2

 ulu

菊陽町津久礼2464
カリーノ菊陽2階

096-284-1826

担当者
重岡　潤

10名
片道15分

圏内

月～金曜日
学校終了後～17：30

土曜日・祝日
10：00　～　16：00

長期休暇
10：00　～　16：00

事業所名
住所

電話番号
担当者

〇
理学療法士
作業療法士
言語聴覚士

月～金曜日
学校終了後～17：00
土曜日・祝日
9：00　～　15：00

長期休暇
9：00　～　17：00
土曜日・祝日
9：00　～　15：00



菊陽町放課後等デイサービス時事業所 令和５年９月時点

定員 送迎範囲 療育時間
医療的
ケア

車椅子 専門職　配置状況 事業所の特色
事業所名

住所
電話番号
担当者

月～金曜日
学校終了後～17：00
　
土曜日
10：00　～　16：00

長期休暇
10：00　～　16：00

専門職種を多く配置することにより、多角的な視点でお子さまに合っ
た療育を提供いたします。
１人ひとりの個性（特性）を十分に理解し、ご家族の想いに寄り添い
ながら、その子がその子らしく成長していけるような手立てを一緒に
考えていきます。
心理士や教員免許所持者を配置し、登校拒否や不登校、ひきこもりへ
の支援を行っています。
看護師を配置し、お子さまの体調管理や感染症対策を徹底していま
す。

心理士
中学校教諭

高等学校教諭
保育士

幼稚園教諭
特別支援学校教諭

児童指導員
社会福祉士

5
COCHIアンド

菊陽町津久礼2234-1

096-233-2060

担当者
坂本　佳也

10名
菊陽町
大津町
北区

〇
保育士

児童指導員

小中高と成長段階で変化するニーズに対応しつつ、保護者の皆様の意
見を取り入れながら集団の中で療育を行っています。段階に応じて小
グループに分けた活動を取り入れたり、時には公園などで思い切り体
を動かしたりルールのある遊びなどをしながら、楽しい中にも学びの
ある活動を行います。卒業後の就労や次のステージに向けて生活習慣
の確立や社会性の向上、思春期に向けた取り組み、時代に応じたSNS
やインターネットの正しい使い方など、家庭や学校での生活がより良
いものになる様、支援していきます。

月～金曜日
学校終了後～18：00
　
祝日
10：00　～　16：00

長期休暇
10：00　～　16：00

6
えるぴあセカンド

菊陽町原水5651-6

096-233-2833
080-9678-6400

担当者
中村　竜

10名
20分
以内

7
えるぴあサード

菊陽町杉並台1丁目1-20

096-233-2833
080-5609-0441

担当者
松山　京子

10名
20分
以内

8
果実の木ICTラボ津久礼

菊陽町津久礼163-10

096-234-8307

担当者
家入　修

10名

菊陽町
合志市
熊本市
8km程度

〇
保育士

児童指導員

小学校１年生から中学生が多く所属するアットホームな雰囲気を大切
にしている教室です。
療育のテーマは、タブレットやパソコンなどのICT機器を正しく活用
し、年齢相応のスキル獲得を目指すことです。
また、ICT機器の利活用の時間を通して、「時間の切り替え」「順番
の譲り合い」「教え教わる」「カッコいい負け方」などを日々学んで
います。便利なものにはルールがあり、適正に活用してこそ人びとを
豊かにしてくれるんだということも併せて学んでいます。
学校とはまた違った年代や地域の方との交流を通して、子ども達がお
互いに支え合い、高め合えるような「つながりのある」教室にできる
よう、また、子ども達の活動がより良い・意義の深いものとなるよ
う、努めております。

保育士
児童指導員

小中高と成長段階で変化するニーズに対応しつつ、保護者の皆様の意
見を取り入れながら集団の中で療育を行っています。段階に応じて小
グループに分けた活動を取り入れたり、時には公園などで思い切り体
を動かしたりルールのある遊びなどをしながら、楽しい中にも学びの
ある活動を行います。卒業後の就労や次のステージに向けて生活習慣
の確立や社会性の向上、思春期に向けた取り組み、時代に応じたSNS
やインターネットの正しい使い方など、家庭や学校での生活がより良
いものになる様、支援していきます。

月～金曜日
学校終了後～18：00
　
祝日
10：00　～　16：00

長期休暇
10：00　～　16：00

月～金曜日
学校終了後～17：30
　
土・祝日（長期休暇）
10：30　～　16：30

日曜日（長期休暇）
9：30　～　15：30

長期休暇
10：00　～　16：00



菊陽町放課後等デイサービス時事業所 令和５年９月時点

定員 送迎範囲 療育時間
医療的
ケア

車椅子 専門職　配置状況 事業所の特色
事業所名

住所
電話番号
担当者

10
すくすく

菊陽町武蔵ヶ丘1-8-14

096-288-3369

担当者
河上　小瑠璃

10名 なし

9
太陽のこどもたち

菊陽町新山2丁目4番地7

096-285-7057

担当者
池田　二美

10名

菊陽町
合志市
大津町

熊本市
要相談

月～金曜日
学校終了後～17：30
　
祝日がある週は土曜日開所
11：00　～　17：00

長期休暇
10：00　～　17：00

月・火・木・金
11：00　～　19：00
　
土曜日
9：30　～　16：30

長期休暇も同じ時間

言語聴覚士
作業療法士

すくすくは1時間一コマの個別療育が主となっており、プログラムは
お子様1人1人に合わせてオーダーメイドで構成しております。
STやOTの資格を持った指導員やABAを取り入れた関わりなど、専門性
のある活動を提供しています。
送迎は基本的に行っておりませんが、その分ご家族とのかかわりや各
関係機関への連携を図り、質のある活動を提供できるよう心がけてい
ます。

教員
看護師

児童指導員

［個別計画支援に基づいて、個々のペースに合わせた支援を行ってい
ます。］
1人1人に応じた個別指導の充実をはかり、種々の遊びを通じて社会的
生活での人間関係の基礎を身につけます。
宿題を習慣化させ、お子様に「やればできる」という自信を持たせ勉
強の楽しさを養います。
特に個別指導では、個々のペースに合わせた学習支援を行っていま
す。
他のサービスとの連携を取りながら、お子様の発達が順調に進むよう
皆でご家族とそのお子様をサポートしていきます。

11
すまいるクラブ

菊陽町曲手811

096-232-2080

担当者
上田　美穂子

10名
片道
30分

〇
保育士

児童指導員

就学児童を対象とし、一人ひとりのニーズに応じたカリキュラムを構
築し、日々のプログラムの中で学校や家庭とは異なる時間・空間・
人・体験を通し学習やレクリエーション、体力強化、パソコン学習、
SST、生活習慣の習得など、本児や保護者の希望を踏まえた様々な活
動メニューを取り入れ、子ども達の日常生活における自信や成長、発
達増進に繋がるよう活動、支援を行っています。
「生涯福祉」の実現に向け、本児・家族・学校や諸関連機関との連携
を図りながら、高等学校卒業後の進路を見据え、同法人内の就労継続
事業所等の作業体験を活用し、様々な作業技術の向上や社会性を身に
付けるような機会を大いに取り入れ活動、支援を行っています。

月～金曜日
学校終了後～17：00

長期休暇
9：00　～　17：00



菊陽町放課後等デイサービス時事業所 令和５年９月時点

定員 送迎範囲 療育時間
医療的
ケア

車椅子 専門職　配置状況 事業所の特色
事業所名

住所
電話番号
担当者

月～金曜日
学校終了後～17：00

長期休暇
9：00　～　15：00

月～金曜日
学校終了後～17：00

長期休暇
10：00　～　16：00

月～金曜日
学校終了後～18：00
　
土曜日・祝日
9：00　～　18：00

長期休暇
9：00　～　18：00

月～金曜日
学校終了後～17：00
　
土曜日・祝日
15：00　～　17：00

長期休暇
15：00　～　17：00

13
まりまり

菊陽町武蔵ヶ丘1丁目8-3

096-273-6716

担当者
田中　美晴

5名
菊陽町
合志市

〇 〇

　
看護師

理学療法士
児童指導員

当事業所では、15:00までを通所介護（高齢者）と、生活介護の共生
型デイサービス、15：00から放課後等デイサービス（主に重症心身障
害児）を行っています。
個別や集団プログラムを通じて日常生活動作や集団生活への適応に向
けた支援を行います。専門職による機能訓練や、医療的ケアにも対応
しており、ご家族様に安心してもらえるように努めます。

12
 サン・フレンズ光の森

菊陽町光の森4丁目12-3

096-233-0091

担当者
田呂丸　真吾

5名

菊陽町
合志市
大津町
北区
片道

20分程度

〇 〇
看護師
保育士

作業療法士

重症心身障害児が対象の定員５名の事業所です。
通所受給者証をお持ちの方で、ご両親が就労されておられるご家庭の
子どもさんがご利用できます。
学校以外の長期休暇中は送迎は基本行っていませんが、家族の様々な
事情に応じて送迎実施します。
長期休暇に関しては（基本）９：00～１５：00ですが、就労時間を考
慮し開所時間１７時までお預かりしています。（１７時以降の延長は
要相談）

小学生から高校生の子どもたちが下校時間からすごしています。
一人ひとりの発達・理解のペースに合わせ、小グループでの活動を中
心に「学習・生活・遊び」を通してお友達との関わり方や日常生活に
役立つ力を伸ばすお手伝いをしています。
「考える力」を養い、自分の「できること」「できないこと」、また
「苦手な事柄へのチャレンジ」「他者へのSOSの発信の仕方」など、
場面に応じた「考動」とは？をテーマにして一緒に考えています。

14

ふうせん

菊陽町武蔵ヶ丘北
1丁目5-11　101号

096-342-5035

担当者
喰田・古田

10名

菊陽町
合志市
熊本市

北区一部

15
ハーモニー

菊陽町津久礼120-2

096-285-5951

担当者
水本 昇吾

10名

菊陽町
大津町
西原村
片道
30分

保育士
児童指導員

〇

保育士
社会福祉

児童指導員
看護師

集団での療育を中心に実際のシチュエーションの中で自分の思いや気
持ちを伝えられるように療育を行っています。
支援に根拠を持たせられるように、目的・めあてを設定し集団活動な
ど行っています。
外出の活動にも力を入れており、公共の場で公共のルールを身に着け
られるように支援しています。
今年度は集団の中での個別へのアプローチをテーマに支援に取り組ん
でいます。


